
令和６年６月１２日

広島県子供未来応援課

キックオフ座談会
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１ 少子化の現状・課題

２ 子供を持ちたいという希望を実現するには？

３ 社会全体で子育てを応援するとは？

本日のテーマ
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将来推計人口と人口構造（広島県）

➢ 本県の人口は、H10（1998）年の288万人をピークに減少。R32(2050)年には ピーク時から約65万人減
（△22.6％）の223万人になると推計

➢ 生産年齢人口は、R2～R32の30年間で，約47万人減少。高齢者人口は，R22（2040）年にピークを迎えるまで
緩やかに増加し、その後減少（R2～R22の20年間で約3.5万人増加、R22～R32の10年間で約2.4万人減少）。
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※出典：R27(2020)年までは総務省「国勢調査」、R7(2025)年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（R5(2023年)推計）
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市町別・若年人口は２～６割減少（2050年）
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➢ 0～14歳、15～64歳の2050年の推計人口は、2020年の人口と比較して県内すべての市町において減少。

（国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（R5(2023年)推計））
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出所：広島県人口移動統計調査（年報）（乙調査）

＜年齢階級別転出入超過の推移＞

人口減少（社会減）の現状

➢ 本県の社会動態は平成28年以降、転出超過で推移。
➢ 年齢階級別にみると、 「20～24 歳」の転出超過が大きな割合を占め、令和２年以降、拡大し続けている。
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（人）

（厚生労働省「人口動態月報年計」より）

出生数・合計特殊出生率の推移（広島県）

➢ 広島県の出生数は、S48年以降減少が続き，R2年に2万人を割り込んだ。R5年は16,682人。
➢ 合計特殊出生率は、全国平均を上回って推移してはいるものの、少子化に歯止めをかけることはできてい
ない。

ピークはS48年
50,639人
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少子化（人口構造の変容）がもたらす影響

人口減少

特に生産年齢人口
の減少

経済成長率
の低下

行政サービス
の低下

社会保障
制度の破綻

2020年 2050年

出典：国立社会保障・人口問題研究所HP （https://www.ipss.go.jp/）

✓ 労働供給の減少

✓ 現役世代の負担増

✓ 税収入の減／税負担の増

✓ 社会保障制度を維持することが
困難に

✓ 経済・市場規模の縮小

✓ 地域・社会の担い手の不足

1965年
9.1人に１人
【胴上げ型】

2020年
2.1人に１人
【騎馬戦型】

2050年
1.2人に１人
【肩車型】

1965年
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予定している子供数・希望する子供数
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・予定している子供数と希望している子供数の関係

➢ 希望する子供数は、8割以上の人が「2人以上」、3割以上の人が「3人以上」を希望している。
➢ 希望の子供数を持てていない（希望＞予定）割合は31.1％であった。
➢ 男女別では、女性の方が希望の子供数を持てていない割合が高かった（女性35.8％、男性27.6％）。
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0人 1人 2人 3人 4人以上

・本当に持ちたい（持ちたかった）と希望する子供数 0人 1人 2人 3人 4人以上

（R5広島県少子化対策・子育て支援に関する調査）
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希望の子供数を持たない理由

➢ 希望の子供数を持たない理由として、「全体」では、経済的負担に係る理由が多く、次いで、時間
的余裕がないとの理由が多かった。
（※グラフは、「全体」の順位が高い順。多数の選択肢の重みづけが可能なMaxDiff法により点数化）

➢ 予定している子供数が0人の場合は、欲しいができない、不妊治療の負担が上位であった。

0.00 2.00 4.00 6.00 8.00 10.00 12.00 14.00

出産や子育て・教育にお金がかかりすぎる（将来的負…
出産・子育てする経済的余裕がない（現在の収入や資…
現在の生活で手いっぱい（出産や子育ての時間的余…

自分やパートナー（配偶者）が高齢である
欲しいができない

出産や子育てに関し自分やパートナー（配偶者）の健…
子供１人に充分なお金をかけたい

不妊治療に対する身体的・時間的な負担が大きい
不妊治療にお金がかかりすぎる

つわりや出産時の痛み、体調不良を経験したくない
これ以上自分の時間や余裕がなくなるのは嫌
子供が増えることによる精神的負担が重たい

自分の仕事(勤めや家業)に差し支える
パートナー（配偶者）の家事・育児への協力が十分に…

パートナー（配偶者）が子供をほしがらない
パートナー（配偶者）との関係が良くない・子供を欲しい…

住宅が狭い
住んでいる地域の保育環境が十分でない

親や祖父母、親戚からの協力が十分に得られない
子どもがのびのび育つ環境ではない（遊び場がないな…

住んでいる地域の医療機関が十分でない
子育てに喜びや楽しさを感じない

全体 0人

1人以上

（点）

（R5広島県少子化対策・子育て支援に関する調査）
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希望の子供数を持てた理由

➢ 希望どおりの子供の数を持てた理由として、心情的な理由が大きく、次いで家事・育児の分担、親
等からの協力であった。（※グラフは、「全体」の順位が高い順。多数の選択肢の重みづけが可能なMaxDiff法により点数化）

➢ 家事・育児の分担、親等からの協力は、女性（18～34歳）で特に大きい傾向が見られた。(青丸)

0.00 2.00 4.00 6.00 8.00 10.00 12.00

パートナー（配偶者）との子供がほしいと思ったから

育児の精神的負担感より得られる喜びの方が大きいから

たいていのことは乗り越えられるという安心感があったから

パートナー（配偶者）が子供をほしがったから

パートナー（配偶者）が家事・育児を分担してくれたから

親や祖父母、親戚からの協力が十分に得られたから

健康面での不安がなかったから

家族や友人の精神的なサポートがあったから

比較的若い年代で結婚し、妊娠・子育ての十分な時間があったから

子どもがのびのび育つ環境だったから

自分の仕事(勤めや家業)に差し支えがなかったから

不妊に悩むことがなかったから

出産・子育て・教育にかかる経済的な不安（将来への不安）はな…

出産や子育てのための経済的余裕はあったから

住んでいる地域の保育環境が十分であったから

住んでいる地域の医療機関が十分であったから

つわりや出産時の痛み、体調不良をそれほど負担に感じなかったから

不妊治療によって授かることができたから

出産や子育て・教育に関する行政の経済的支援が活用できたから

地域の保健師や助産師のサポートがあったから

勤め先の住居手当や行政の支援、公営住宅等の利用ができたから

不妊治療に対する行政の支援が活用できたから

全体 男性18-34歳

男性35歳以上 女性18-34歳

女性35-49歳

（点）

（R5広島県少子化対策・子育て支援に関する調査）
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もう一人出産・子育てをしようという意思決定につながる支援

➢ もう一人出産・子育てをしようという意思決定につながる支援策については、「妊娠・出産・子育
ての経済的負担のさらなる軽減」が最も多く39.4％であった。

➢ 「妊娠・出産・子育ての経済的負担のさらなる軽減」を回答した割合は、男性より女性が高く、子
の学齢が低いほど高い傾向があった。

区分
不妊治療へ
の支援

妊娠・出
産・子育て
の心理的負
担を軽減す
るサービス
の充実

妊娠・出
産・子育て
の経済的負
担のさらな
る軽減

子育てに係
る身体的負
担を軽減す
るサービス
の充実

夫婦が共に
働きながら
子育てしや
すい社会や
職場環境の

整備

その他 わからない

n数

全体 (2,044) 7.9 7.5 39.4 10.8 14.8 1.7 17.9

性年代別
（本人）

男性18-34歳 (195) 9.6 11.1 39.9 10.6 9.1 1.0 18.7
男性35歳以上 (976) 8.4 8.6 35.1 11.1 15.1 1.9 19.8
女性18-34歳 (235) 4.0 7.8 53.8 9.4 12.5 1.4 11.1
女性35-49歳 (638) 8.2 4.6 40.6 10.9 16.9 1.7 17.2

子の学齢別

3歳未満 (466) 5.4 9.8 50.4 8.1 13.4 1.4 11.5
3～6歳（未就学児） (526) 7.0 8.2 47.2 10.0 14.7 1.7 11.1

小学生 (816) 5.5 8.1 41.6 13.4 15.2 2.2 14.0
中学生 (370) 6.8 6.9 38.6 14.3 14.9 1.6 16.9

高校生以上 (394) 3.0 4.7 36.0 12.9 17.4 1.6 24.3

（R5広島県少子化対策・子育て支援に関する調査）
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社会全体で応援する意識（R5県政世論調査より）

⚫社会全体で応援する意識は、「必要だと思う計」（「必要だと思う」＋「どちらかといえば必要だと思う」）
の割合が90.8％。

Q12 あなたは、希望する人が安心して妊娠・出産・子育てができるよう、社会全体で妊産婦やこども、子育て中
の人を応援しようという意識を持つことについて、どう思いますか。（SA）

(%)

必要だと思う
どちらかといえば

必要だと思う

どちらかといえば

必要だと思わない
必要だと思わない わからない 無回答

90.8 2.8

広島地方生活圏 91.0 2.9

備後地方生活圏 90.1 2.3

備北地方生活圏 89.7 3.9

男性 90.7 3.1

女性 92.1 2.5

18～19歳 75.7 0.0

20～29歳 95.3 2.3

30～39歳 92.7 3.0

40～49歳 91.0 3.3

50～59歳 92.7 3.0

60～69歳 89.7 3.7

70歳以上 89.5 1.6

必要だと 思う　計 必要だと 思わない　計

必要だと

思う　計

必要だと

思わない　計

全体

生活圏

性別

年代別

69.6

70.4

67.6

67.5

70.1

69.8

51.3

75.0

75.7

71.8

67.4

71.5

66.5

21.2

20.6

22.5

22.2

20.6

22.3

24.4

20.3

17.0

19.2

25.3

18.2

23.0

1.9

1.9

1.7

2.6

2.1

1.7

2.3

1.5

2.0

1.6

2.5

1.6

0.9

1.0

0.6

1.3

1.0

0.8

1.5

1.3

1.4

1.2

4.0

3.8

4.6

3.4

3.6

3.7

24.4

3.1

3.3

3.2

6.5

4.3

2.4

2.2

2.9

3.0

2.5

1.7

2.3

1.1

2.4

1.1

4.6

n=30以上で

全体＋10pt以上

全体＋5pt以上

全体－5pt以下

全体－10pt以下
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社会全体での子育ての応援

➢ 社会全体で子供を産み・育てている方を応援することについて、「応援されていると感じる」「やや
応援されていると感じる」の合計は25.8％であった。

➢ 応援されていると感じるときは、「行政のサポートを受けたとき」が最も高く48.2％であった。
➢ 応援されていないと感じるときは、「行政のサポートが得られないとき」が最も高く49.7％であった。

項目（複数選択可） (%)
家族の理解・サポートを受けたとき 46.3
親や親戚の理解・サポートを受けたとき 44.7
職場の理解・サポートを受けたとき 44.7
行政のサポートを受けたとき 48.2
友人・知人の理解・サポートを受けたとき 26.9
地域や外出先の施設でサポート（子育て向
けのサービス含む）を受けたとき

40.3

その他 0.4 
特にない・なんとなく 5.0

【応援されていると感じるとき】 【応援されていないと感じるとき】
項目（複数選択可） (%)

家族の理解・サポートが得られないとき 10.8
親や親戚の理解・サポートが得られないとき 9.7
職場の理解・サポートが得られないとき 26.2
行政のサポートが得られないとき 49.7
友人・知人の理解・サポートが得られないとき 5.8
地域や外出先の施設でサポート（子育て向けの
サービス含む）が得られないとき 28.9

その他 4.6
特にない・なんとなく 26.5

(2,044)

男性18-34歳 (195)

男性35歳以上 (976)

女性18-34歳 (235)

女性35-49歳 (638)

3歳未満 (466)

3～6歳（未就学児） (526)

小学生 (816)

中学生 (370)

高校生以上 (394)

子の学齢別

全体

性年代別

（本人）

WB後

n=

5.1

6.1

6.0

5.2

3.3

9.9

6.1

5.6

4.4

3.5

20.7

28.8

21.1

23.1

16.7

22.4

22.6

20.5

21.0

16.3

39.6

37.4

39.1

35.1

42.7

33.9

36.4

36.9

37.1

43.8

20.0

13.1

18.6

21.9

23.5

21.9

20.5

21.8

25.0

21.8

14.7

14.6

15.2

14.6

13.9

11.9

14.4

15.2

12.5

14.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
応援されていると感じる やや応援されていると感じる どちらともいえない／わからない あまり応援されていないと感じる 応援されていないと感じる

（R5広島県少子化対策・子育て支援に関する調査）
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県民と知事の車座会議

日 時 テーマ 想定している参加者

第1回
７月１日（月）

１３：１５～
そもそも少子化対策は必要か？

・子育て当事者
・子供を持たない選択をした人
・子育てを終えた世代

第2回
７月４日（木）

１４：１５～
子供を持つ・持たないという選択について考える ・若年層

第3回
７月30日（火）

１３：４５～
子育て・教育に係る負担を社会がどこまで負担
すべきか？

・子育て当事者
・子供を持たない選択をした人
・子育てを終えた世代

第4回
８月21日（水）

１０：４５～
仕事と子育てを両立しやすい社会環境ってどん
な環境？

・企業代表者・役員

第5回
８月28日（水）

１０：４５～
社会全体で子育てを支えるってどういうこと？

・子育て当事者
・子供を持たない選択をした人
・子育てを終えた世代
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